
27

の
実
態
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
中
期
的
な
視

点
に
立
ち
今
後
3
年
間
は
前
年
度
実
績
以
上
の

目
標
数
量
の
配
分
を
行
う
中
期
計
画
生
産
に
転

換
し
ま
す
。
こ
れ
を
基
本
に
、
初
年
度
と
な
る

24
年
度
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
販
売
基

準
数
量
、
特
別
調
整
乳
数
量
、
選
択
的
拡
大
生

産
数
量
の
生
産
枠
で
構
成
す
る
計
画
生
産
目
標

数
量
を
設
定
し
ま
す
。

　

生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
、
生
乳
計

画
生
産
の
基
本
枠
と
な
る
各
指
定
団
体
の
［
販

売
基
準
数
量
］
は
、
前
年
度
実
績
数
量
を
基
本

に
算
定
し
、
各
指
定
団
体
に
配
分
し
た
販
売
基

準
数
量
の
総
量
を
全
国
の
販
売
基
準
数
量
と
し

て
設
定
し
ま
す
。
な
お
、
震
災
等
の
影
響
が
大

き
か
っ
た
地
域
の
生
乳
生
産
基
盤
の
復
興
・
復

旧
を
妨
げ
な
い
た
め
、
販
売
基
準
数
量
の
算
定

に
使
用
す
る
平
成
23
年
度
実
績
に
は
、
震
災
等

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
乳
量
を
加
算
し
ま
す
。

　

中
期
的
な
観
点
か
ら
予
測
さ
れ
る
生
乳
需
要

量
（
チ
ー
ズ
向
け
除
く
）
を
踏
ま
え
て
供
給
目

標
数
量
を
設
定
し
、
供
給
目
標
数
量
か
ら
販
売

基
準
数
量
を
差
し
引
い
た
数
量
を
［
特
別
調
整

乳
数
量
］
と
し
て
設
定
し
ま
す
。
特
別
調
整
乳

を
も
っ
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
生
乳
生
産

　

本
会
議
は
平
成
23
年
12
月
14
日
開
催
の
第

3
1
8
回
理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
以

降
の
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

等
に
つ
い
て
協
議
し
、
今
後
3
年
間
に
わ
た
り

減
産
し
な
い
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　
大
幅
な
増
産
が
見
込
め
な
い
状
況
が
継
続

　

平
成
23
年
度
の
生
乳
生
産
量
は
、
東
日
本
大

震
災
や
２
年
連
続
の
猛
暑
の
影
響
等
に
よ
り
予

想
以
上
に
回
復
が
遅
れ
、
９
月
以
降
は
回
復
傾

向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
前
年
度
実
績

を
わ
ず
か
に
上
回
る
水
準
に
止
ま
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
大
震
災
や
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
か
ら
の
復
旧
・
復
興
が
進
ま
な
い
な
か
、
地

域
に
よ
っ
て
は
、
今
後
と
も
厳
し
い
条
件
の
下

で
の
酪
農
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
政
府
に
お
い
て
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
向
け
た
協
議
が
開
始
さ

れ
て
お
り
、
今
後
、
わ
が
国
酪
農
も
い
っ
そ
う

厳
し
い
国
際
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
将
来
へ
の
不
安

は
、
酪
農
家
の
経
営
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
重
大

な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成
24
年
度
の

生
乳
生
産
は
、
大
幅
な
増
産
が
見
込
め
る
よ
う

な
経
営
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
3
年
間
減
産
し
な
い

　
生
乳
計
画
生
産
対
策

　

生
乳
生
産
を
め
ぐ
る
情
勢
及
び
課
題
等
を
踏

ま
え
、
さ
ら
な
る
生
乳
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
を

招
か
な
い
よ
う
、
生
産
者
が
意
欲
を
も
ち
計
画

的
に
生
乳
生
産
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
平
成
24
年
度
以
降
の
生
乳
計
画
生
産

対
策
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
生
乳
生
産
基
盤

今
後
3
年
間
は
減
産
し
な
い
方
針
を

理
事
会
で
決
定

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■

基
盤
の
強
化
や
、
当
面
の
バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳

な
ど
乳
製
品
需
給
の
混
乱
回
避
へ
の
対
応
を
図

り
ま
す
。
特
別
調
整
乳
数
量
は
、「
特
定
乳
製

品
向
け
取
引
へ
の
安
定
供
給
を
実
施
す
る
こ

と
」、「
生
乳
需
給
が
緩
和
し
販
売
不
可
能
乳
が

発
生
す
る
か
、
又
は
発
生
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

に
よ
っ
て
生
乳
流
通
に
混
乱
が
生
じ
た
場
合
、

乳
製
品
在
庫
が
著
し
く
増
加
し
、
25
年
度
生
乳

計
画
生
産
対
策
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合
の
過
剰
回
避
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
」
を
前
提
に
、
希
望
す
る
指
定
団
体
に
配

分
し
ま
す
。

　

牛
乳
等
向
け
生
乳
需
要
量
が
減
少
傾
向
に
あ

る
な
か
で
、
生
乳
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
を

図
る
た
め
、
チ
ー
ズ
向
け
、
輸
出
向
け
及
び
調

製
品
と
の
置
き
換
え
な
ど
、
既
存
需
要
に
悪
影

響
を
与
え
な
い
新
規
需
要
向
け
に
販
売
す
る
生

乳
数
量
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
［
選
択
的
拡
大

生
産
数
量
］
と
し
て
生
産
枠
を
設
定
し
ま
す
。
選

択
的
拡
大
生
産
数
量
に
つ
い
て
は
、
新
規
需
要

向
け
に
販
売
さ
れ
た
生
乳
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
の
数
量
確
認
等
を
行
う
と
と
も
に
、
安

定
し
た
新
規
需
要
先
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、

指
定
団
体
か
ら
の
計
画
に
基
づ
き
配
分
し
ま
す
。
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世
界
の
人
口
一
人
当
た
り
生
乳
消
費
量
は
、

こ
の
10
年
間
に
94
・
9
㎏
か
ら
1
0
4
・
7
㎏

へ
9
.
8
㎏
（
10
％
）増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

2
0
0
9
年
に
わ
ず
か
な
減
少
を
示
し
た
も
の

の
、
2
0
1
0
年
に
は
再
び
増
加
に
転
じ
ま
し

た
。
人
口
一
人
当
た
り
の
生
乳
消
費
量
が
多
い

地
域
は
Ｅ
Ｕ
の
3
4
7
㎏
（
輸
出
・
輸
入
量
を

考
慮
、
以
下
同
じ
）、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
2
7
3
㎏
、

北
米
の
2
6
9
㎏
で
、
少
な
い
地
域
は
ア
フ
リ

カ
の
44
㎏
、
ア
ジ
ア
の
67
㎏
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
間
で
の
格
差
が
著
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
2
0
1
0
年
に
お
け
る
最
大
の
生

乳
消
費
地
域
は
人
口
の
多
い
ア
ジ
ア
で
、
世
界

の
総
消
費
量
の
39
％
を
占
め
て
お
り
、
続
い
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
29
％
、
北
ア
メ
リ
カ
が
13
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
生
乳
消
費
量
の
急
速
な
増
加

は
南
ア
メ
リ
カ
（
前
年
対
比
+
7
％
）
と
ア
ジ

ア
（
同
+
6
％
）
で
み
ら
れ
、
と
く
に
ブ
ラ
ジ

ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

一
方
、減
少
し
て
い
る
地
域
は
オ
セ
ア
ニ
ア
（
同

−
7
％
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
同
−
1
％
）
で
す
。

こ
の
生
乳
消
費
を
製
品
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
北

欧
の
国
々
で
は
飲
用
乳
の
消
費
量
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、

英
国
で
は
、
飲
用
乳
の
国
民
一
人
当
た
り
消
費

量
が
1
0
0
㎏
を
超
え
て
い
ま
す
。
エ
ス
ト
ニ

ア
（
1
3
7
㎏
）、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
1
3
5
㎏
）、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
1
2
7
㎏
）
の
国
民
一
人
当

た
り
消
費
量
は
、
Ｅ
Ｕ
全
体
の
平
均
消
費
量

（
65
㎏
）
の
ほ
ぼ
倍
以
上
で
す
。
他
の
地
域
で

1
0
0
㎏
を
越
え
て
い
る
国
は
豪
州
だ
け
で
あ

り
、
日
本
は
33
㎏
に
す
ぎ
ま
せ
ん
（
図
１
）。

　

21
世
紀
に
な
っ
て
、国
際
乳
製
品
市
場
は「
新

し
い
時
代
」
を
迎
え
ま
し
た
。
乳
製
品
の
国
際

価
格
の
推
移
を
み
る
と
、
15
年
ほ
ど
前
ま
で
は

低
下
傾
向
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
2
0
0
9
年

を
例
外
と
し
て
上
昇
基
調
に
あ
り
ま
す
。
中
国

や
イ
ン
ド
な
ど
で
急
増
す
る
乳
製
品
の
需
要
に
、

供
給
力
の
拡
大
が
追
い
つ
か
な
い
状
況
が
続
く

中
で
、
天
災
や
気
候
変
動
に
よ
る
需
給
の
変
化

が
価
格
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
こ
の
こ
と
を
実
感
し
た
の
は

2
0
0
7
年
に
乳
製
品
価
格
の
大
幅
な
上
昇
を

経
験
し
た
と
き
で
し
た
。
国
内
市
場
と
国
際
市

場
と
の
関
係
は
確
実
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
際
酪
農
連
盟
の
報
告
書
（
T
h
e 

W
o
r
l
d 

D
a
i
r
y 

S
i
t
u
a
t
i
o
n 

2
0
1
1
）
に
よ
り
、
世
界
の
酪
農
乳
業
情
勢

を
概
観
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　
南
半
球
で
順
調
に
拡
大
す
る
生
乳
生
産

　

2
0
1
0
年
に
お
け
る
世
界
の
全
畜
種
の
総

生
乳
生
産
量
は
7
2
1
百
万
ト
ン
で
、
前
年
に

引
き
続
き
増
加
（
前
年
対
比
+
1.8
％
）
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
厳
し
い
干
ば
つ
や
パ
キ
ス
タ
ン
の
洪

水
な
ど
劣
悪
な
気
象
条
件
が
生
乳
生
産
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
高
水
準
の
乳
価
が
生

産
量
を
押
し
上
げ
る
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

乳
牛
と
水
牛
の
生
乳
生
産
量
は
6
0
1
万

ト
ン
と
93
百
万
ト
ン
で
、
増
加
率
は
過
去
10

　
貿
易
の
中
心
は
バ
タ
ー
か
ら

　
粉
乳
・
チ
ー
ズ
へ
　

　

2
0
1
0
年
に
お
け
る
乳
製
品
の
総
貿
易
量

は
、世
界
の
総
生
産
量
の
7
％
強
（
生
乳
換
算
）

を
占
め
て
お
り
、
そ
の
比
率
は
安
定
的
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
乳
製
品
の
総
貿
易
量
は
生
乳
換

算
で
51
・
9
百
万
ト
ン
に
達
し
、
前
年
比
約

9
％
増
で
、
長
期
間
の
平
均
増
加
率
3
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
8
年
末
か
ら

2
0
0
9
年
上
期
に
発
生
し
た
世
界
的
な
経
済

混
乱
に
よ
り
縮
小
し
た
乳
製
品
の
国
際
貿
易
は
、

2
0
1
0
年
に
急
速
に
拡
大
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
需
要
の
順
調
な
回
復
を
物
語
っ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

　

こ
の
反
動
的
回
復
の
兆
候
は
2
0
0
9
年
後

半
に
は
す
で
に
現
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
際
貿

易
の
拡
大
は
米
国
の
輸
出
量
の
急
増
と
そ
れ
を

上
回
る
勢
い
の
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
米
ド
ル
安
の
進
展
に
よ
る
交

易
条
件
の
改
善
に
よ
っ
て
、
米
国
は
輸
出
量
が

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
豪
州
を
抜
い
て
、
4
年
連

続
で
順
調
な
増
加
を
続
け
る
Ｅ
Ｕ
、
変
動
の
大

き
い
Ｎ
Ｚ
に
続
く
世
界
第
3
番
目
の
乳
製
品
輸

出
国
と
な
り
ま
し
た
。
乳
製
品
貿
易
の
活
発
化

は
、
こ
れ
ら
4
大
輸
出
国
が
世
界
の
乳
製
品
貿

易
量
に
占
め
る
割
合
を
73
％
に
ま
で
高
め
、
そ

れ
ら
国
々
の
優
位
な
立
場
を
よ
り
強
固
な
も
の

に
し
ま
し
た
。

　

2
0
0
0
年
以
降
の
乳
製
品
貿
易
量
は
、
増

減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
も
、
平
均
す
る
と
年
率

3
％
で
増
加
し
、
こ
の
増
加
率
は
年
率
2
％
の

生
産
量
増
加
率
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
乳
製
品

年
間
の
平
均
値
（
+
2.2
％
）
よ
り
も
低
い
も

の
の
、
乳
牛
の
増
加
率
が
+
1.6
％
（
過
去
10

年
間
の
平
均
増
加
率
+
2.1
％
）、
水
牛
が
同

+
3.1
％
（
同
+
3.3
％
）
で
し
た
。
山
羊
と
羊

に
由
来
す
る
生
乳
の
増
加
率
も
+
0.2
％
と

+
0.4
％
と
、
わ
ず
か
ず
つ
で
す
が
着
実
に
増

加
し
て
い
ま
す

　

2
0
1
1
年
上
半
期
の
生
乳
生
産
量
は
、

Ｎ
Ｚ
（
前
年
同
期
比
+
12
％
）、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
（
+
16
％
）、
ブ
ラ
ジ
ル
（
+
4.1
％
）、
チ

リ
（
+
12
・
6
％
）
な
ど
南
半
球
の
国
々
で

大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
他
方
、
Ｅ
Ｕ

（
+
2.2
％
）
や
米
国
（
+
1.6
％
）
な
ど
北
半
球

の
国
々
で
は
緩
や
か
な
増
加
を
示
し
ま
し
た
。

な
お
、日
本
（
−
4.4
％
）
と
ロ
シ
ア
（
−
1.9
％
）

で
の
減
少
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
輸
出
が
牽
引
す
る
乳
製
品
生
産

　

2
0
1
0
年
は
全
て
の
乳
製
品
で
生
産
量
の

順
調
な
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

脱
脂
粉
乳
の
増
加
は
比
較
的
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
2
0
0
9
年
に
積
み
上
が
っ
た
豊
富
な
在

庫
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
脱
脂
粉
乳
の
生
産
を
抑
制

し
、
く
わ
え
て
国
際
市
場
で
の
全
脂
粉
乳
と

チ
ー
ズ
の
旺
盛
な
需
要
に
よ
っ
て
、
他
の
地
域

で
も
脱
脂
粉
乳
の
生
産
が
抑
制
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
年
に
3.8
百
万
ト
ン
ま
で
減
少
し
た

全
脂
粉
乳
の
生
産
は
、
ア
ジ
ア
と
中
東
で
の
堅

調
な
需
要
に
刺
激
さ
れ
て
4.1
百
万
ト
ン
に
回
復

貿
易
の
拡
大
に
は
品
目
に
よ
る
大
き
な
違
い
が

み
ら
れ
ま
す
。
2
0
1
0
年
の
乳
製
品
貿
易
量

は
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で
増
加
し
ま
し
た
が
、
バ

タ
ー
と
バ
タ
ー
オ
イ
ル
は
例
外
で
、
価
格
高
騰

を
引
き
起
こ
す
ほ
ど
の
需
給
ひ
っ
迫
の
影
響
で

貿
易
量
は
8
％
減
少
し
ま
し
た
。
貿
易
量
が
急

増
し
た
品
目
は
脱
脂
粉
乳
（
+
12
％
）
で
、
米

国
と
Ｅ
Ｕ
の
輸
出
が
こ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
全
脂
粉
乳
の
貿
易
量
も
急
増（
+
6
％
）

し
、
そ
れ
は
主
に
Ｎ
Ｚ
か
ら
中
国
市
場
向
け
に

輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
市
場
向
け
の
輸
出
量

は
、全
脂
粉
乳
の
世
界
貿
易
量
（
2.1
百
万
ト
ン
）

の
16
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
0
年

に
お
け
る
世
界
の
チ
ー
ズ
貿
易
量
は
8
％
増
加

し
、
史
上
初
め
て
2
百
万
ト
ン
を
超
え
ま
し
た
。

　
高
水
準
で
推
移
す
る

　
生
乳
・
乳
製
品
価
格

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世
界
経
済
の
緩
や

か
な
回
復
に
と
も
な
う
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
、

2
0
1
0
年
上
期
の
国
際
乳
製
品
市
場
は
輸
出

主
導
で
拡
大
し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
下
期
に

な
る
と
、
世
界
金
融
危
機
後
の
生
乳
生
産
量
の

減
少
が
価
格
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
ま
し
た
。

こ
の
間
の
国
際
市
場
価
格
は
短
期
間
に
変
化
し

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
2
0
1
0
年
の
乳
製
品

価
格
は
9
月
に
一
度
上
昇
し
、
年
末
に
は
全
て

の
品
目
の
価
格
が
一
段
と
上
昇
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
バ
タ
ー
価
格
の
変
動
が
最
も
大
き
く
、

1
年
間
に
20
％
以
上
も
上
昇
し
ま
し
た
。
脱
脂

粉
乳
と
全
脂
粉
乳
の
価
格
上
昇
率
は
、
そ
れ
ぞ

れ
14
％
と
9
％
で
し
た
。

　

2
0
1
1
年
上
期
に
お
け
る
国
際
乳
製
品
市

場
価
格
は
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
、
3
月

に
は
バ
タ
ー
が
ト
ン
当
た
り
4
,
9
0
0
米
ド

ル
を
超
え
て
高
値
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
4

月
と
5
月
に
価
格
低
下
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、

Ｎ
Ｚ
と
Ｅ
Ｕ
の
供
給
制
限
を
背
景
に
高
い
水
準

を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
下
期
か
ら
2
0
0
9
年
上
期
に

か
け
て
下
落
し
た
生
乳
価
格
は
、
2
0
1
0
年

に
力
強
い
回
復
を
み
せ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
17
の
大
手
乳
業
が
支
払
っ
た
平
均
乳
価
は
、

2
0
0
9
年
に
比
べ
て
1
0
0
㎏
当
た
り
4
・

08
Ｅ
Ｕ
Ｒ
、
率
に
し
て
15
％
上
昇
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
国
で
も
急
速
な
価
格
回
復
が
み
ら
れ
、

Ｎ
Ｚ
で
は
フ
ォ
ン
テ
ラ
の
支
払
い
乳
価
が
22
％
、

米
国
で
は
チ
ー
ズ
原
料
と
な
る
ク
ラ
ス
Ⅲ
生
乳

が
27
％
上
昇
し
ま
し
た
。
2
0
1
1
年
上
期
の

生
乳
価
格
も
引
き
続
き
高
水
準
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
世
界
の
生
乳
生
産
見
通
し

　

F
A
O
（
国
連
食
糧
・
農
業
機
関
）
と

F
A
P
R
I
（
米
国
食
糧
・
農
業
政
策
研
究
所
）

の
短
期
見
通
し
に
よ
る
と
、
2
0
1
1
年
に
お

け
る
世
界
の
生
乳
生
産
は
好
調
に
推
移
し
ま
す
。

中
国
、
イ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
生
乳
生
産
に
は
持
続
的
な
拡
大
が
み
ら
れ
、

E
U
、
米
国
、
メ
キ
シ
コ
で
は
わ
ず
か
に
増
加

し
ま
す
。
日
本
、
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は

減
少
し
ま
す
が
、
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
わ
ず
か
に

増
加
し
ま
す
。
F
A
O
・
O
E
C
D
と

F
A
P
R
I
の
長
期
見
通
し
で
は
、
世
界
の
総

生
乳
生
産
量
は
今
後
年
率
1.8
～
1.9
％
で
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
過
去

数
年
間
に
わ
た
り
、
Ｎ
Ｚ
の
全
脂
粉
乳
生
産
量

は
順
調
な
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。
2
0
0
8

年
9
月
に
発
生
し
た
粉
ミ
ル
ク
の
メ
ラ
ミ
ン
混

入
事
件
は
、
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
急
成
長

し
た
中
国
の
乳
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

2
0
1
0
年
に
な
っ
て
乳
製
品
生
産
は
回
復
に

転
じ
ま
し
た
が
、
事
件
以
前
の
よ
う
に
驚
異
的

な
増
加
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
お
け
る
世
界
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
生
産
量
は
、
2
年
間
の
低
迷
を
脱
却
し

て
前
年
対
比
+
3.0
％
と
急
増
し
、
20
百
万
ト
ン

（
う
ち
18
百
万
ト
ン
は
乳
牛
由
来
）
を
超
え
た

こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
Ｅ

Ｕ
と
米
国
で
の
生
産
量
は
前
年
対
比
+
3.4
％
、

同
+
2.9
％
と
大
き
く
伸
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
北

米
が
世
界
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
生
産
量
の

70
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0
年
に
お
け
る
世
界
の
バ
タ
ー
と
バ

タ
ー
オ
イ
ル
の
生
産
量
は
、
以
前
ほ
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
増
加
傾
向
（
前
年
対
比
+
1.1
％
）

を
維
持
し
、
約
９
百
万
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
、
イ
ン
ド

で
生
産
さ
れ
る
ギ
ー
（
+
6.3
％
）
で
し
た
。
そ

の
他
の
国
、と
く
に
Ｅ
Ｕ
（
−
1.3
％
）、米
国
（
−

0.4
％
）、
ロ
シ
ア
（
−
10
・
9
％
）、
Ｎ
Ｚ
（
−

7.2
％
）
の
生
産
量
は
減
少
し
ま
し
た
。

　

飲
用
乳
の
生
産
量
は
、
中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど

を
中
心
に
、
最
近
の
数
年
間
に
比
較
し
て
大
き

く
増
加
（
+
2.5
％
）
し
ま
し
た
。

　
国
・
地
域
で
の
格
差
が

　
広
が
る
飲
用
乳
・
乳
製
品
消
費

世
界
の
酪
農
乳
業
情
勢

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■

29

図1 2010年における飲用乳の国民一人当たり消費量
（kg/年）
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図２ 世界の乳製品貿易量の推移
百万トン
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注）全脂粉乳には部分脱脂粉乳、バターにはバターオイルを含む。 
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昨
年
12
月
24
日
に
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予

算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
の
を
う
け
、
農
林
水

産
省
牛
乳
乳
製
品
課
は
同
月
26
日
、
牛
乳
乳
製

品
関
係
事
業
の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。
加
工

原
料
乳
生
産
者
補
給
金
や
チ
ー
ズ
事
業
な
ど
の

酪
農
経
営
安
定
対
策
で
は
前
年
並
み
の
予
算
を

確
保
し
、
チ
ー
ズ
事
業
に
新
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て

「
生
産
者
需
給
調
整
機
能
強
化
対
策
」
を
組
み

込
み
ま
し
た
。◆　

　
　

◆　
　
　

◆

　
酪
農
経
営
安
定
対
策
に

　
前
年
度
並
み
予
算
を
確
保

　

牛
乳
乳
製
品
関
係
の
主
な
酪
農
経
営
安
定
対

策
事
業
は
、
加
工
原
料
乳
を
対
象
と
す
る
生
産

者
補
給
金
の
交
付
（
加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給

金
、
所
要
額
２
２
１
億
３
５
０
０
万
円
）、
チ
ー

ズ
向
け
生
乳
を
対
象
と
す
る
助
成
金
等
の
交
付

（
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
供
給
安
定
化
対
策
事
業
、

87
億
６
７
０
０
万
円
）、
加
工
原
料
乳
の
価
格

が
低
落
し
た
場
合
の
補
て
ん
へ
の
助
成
（
加
工

原
料
乳
等
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事
業
、
基
金

規
模
60
億
円
）
の
３
点
で
、
対
象
乳
量
の
大
幅

な
未
達
で
予
算
縮
減
が
懸
念
さ
れ
た
チ
ー
ズ
事

業
を
始
め
、
ほ
ぼ
概
算
要
求
通
り
に
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
加
工
原
料
乳
生
産
者
補

給
金
は
概
算
の
所
要
額
で
、
予
算
上
は
平
成
23

年
度
の
補
給
金
単
価
と
限
度
数
量
か
ら
算
出
さ

れ
て
お
り
、
24
年
度
の
補
給
金
単
価
と
限
度
数

量
も
例
年
同
様
、
２
～
３
月
に
「
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
」
を
開
催
し
て
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
生
乳
需
給
の
安
定
を
図
る
た
め
、

中
長
期
的
な
予
測
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
活
動
を

支
援
す
る
「
新
た
な
生
乳
需
給
安
定
化
手
法
の

開
発
」
事
業
、
国
際
乳
製
品
規
格
に
わ
が
国
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る

「
乳
製
品
国
際
規
格
策
定
活
動
支
援
」
事
業
が

措
置
さ
れ
ま
し
た
。（
表
）

　
チ
ー
ズ
事
業
に
新
た
な

　
生
乳
需
給
調
整
対
策
を
導
入

　

チ
ー
ズ
向
け
生
乳
供
給
安
定
化
対
策
事
業
で

は
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
を
対
象
に
チ
ー
ズ
生
産

と
酪
農
経
営
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
生
乳
需
給
が

短
期
間
で
変
動
す
る
状
況
の
中
で
、
国
産
乳
製

品
の
安
定
供
給
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
強
い
要

望
に
も
応
え
る
た
め
、
指
定
団
体
自
ら
が
乳
製

品
を
製
造
し
適
時
に
放
出
す
る
取
組
や
、
不
需

要
期
に
乳
製
品
需
要
を
創
出
す
る
取
組
を
支
援

す
る
た
め
、
製
造
費
の
２
分
の
１
（
生
乳
ベ
ー

ス
で
最
大
６
万
ト
ン
）
を
補
助
す
る
「
生
産
者

需
給
調
整
機
能
強
化
対
策
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
酪
農
経
営

安
定
対
策
の
概
要

□
□
□
□
■
□
□
□
□
■

従
来
か
ら
、
加
工
原
料
乳
向
け
と
チ
ー
ズ
向
け

は
生
乳
需
給
調
整
の
た
め
の
基
幹
的
用
途
で
、

両
用
途
に
仕
向
け
ら
れ
る
生
乳
に
一
体
的
対
策

を
講
じ
る
こ
と
は
、
指
定
団
体
が
取
り
組
む
生

乳
需
給
調
整
対
策
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
同
対
策

は
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
供
給
安
定
化
対
策
事
業
の

予
算
内
で
行
う
も
の
で
、
生
乳
の
需
給
状
況
に

応
じ
て
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
の
数
量
枠
の
一
部

を
削
る
こ
と
に
よ
っ
て
バ
タ
ー
な
ど
乳
製
品
を

製
造
す
る
こ
と
も
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
に
全
予

算
を
使
う
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
）。

　

加
工
原
料
乳
等
生
産
者
経
営
安
定
対
策
事
業

で
は
、
加
工
原
料
乳
向
け
生
乳
ば
か
り
で
は
な

く
、
チ
ー
ズ
向
け
生
乳
の
価
格
も
基
準
価
格
を

下
回
っ
た
場
合
、
生
産
者
に
補
て
ん
金
（
低
落

分
の
８
割
）
を
交
付
す
る
た
め
の
積
立
金
（
80

億
円
）
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
の
背
景
に
は
、
加
工
原
料
乳
の
生

産
地
域
に
お
け
る
生
乳
の
再
生
産
の
確
保
と
全

国
の
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
加
工
原

料
乳
生
産
者
補
給
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
価
格
の
低
い
チ
ー
ズ
向
け
生
乳

の
仕
向
け
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
支
援

が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
、
自
由
化
品
目
で
あ

る
チ
ー
ズ
は
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

国
際
市
況
の
乱
高
下
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
加
工
原
料
乳
と
は
別
に
チ
ー
ズ

向
け
生
乳
に
対
し
て
も
、
取
引
価
格
が
低
下
し

た
場
合
の
経
営
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の

補
て
ん
を
措
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

表 酪農経営安定対策事業の内容図 チーズ向け生乳供給安定対策事業
（単位：百万円）

加工原料乳生産者補給金［所要額］

チーズ向け生乳供給安定対策事業

加工原料乳等生産者経営安定
対策事業［基金規模］
加工原料乳等生産者経営
安定対策事業［推進事務費］

新たな生乳需給安定化手法の開発

乳製品国際規格策定活動支援

22,135

8,767

6,000

13

12

16

22,135

8,768

6,000

17

18

23

平成
24年度

平成
23年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3月

年度内の短期の需要の安定と国産乳製品の安定
供給に対するユーザーの強い要望にも応えるた
め、生産者団体自らが乳製品を製造し適時に放出
する取組や、不需要期の乳製品需要を創出する取
組を支援

生産者需給調整機能強化対策
中長期的な需要創出の観点から、チーズ
向け生乳供給量に応じ一律の助成金を
交付

※チーズ対策に全量（60万トン）使うことも可能

チーズ向け供給量（最大60万トン）

チーズ向け生乳供給安定対策

助成金
（14.6円／kg）

需給状況に
応じて融通

総額：88億円

製造費の1/2を補助

対策により需要期に
向けて製造・供給

対策により需要
創出が可能

（最大6万トン）

乳製品生産量
乳製品消費量


